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   O M U    大阪公立大学人権問題研究センター 

RCHR第190回サロンde人権 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
犯罪被害に遭うと、安全で安心な世界観が奪われ、当たり前の日常生活を失います。特に性暴力
は周囲の無理解や偏見、心無い言動、SNS による誹謗中傷などが極めて多く、暴力のみならず二
次的な被害を受けた結果、社会的孤立に追いやられる人権侵害もあります。 
 今回のサロン de 人権では、被害者やその家族が抱える被害の全体像を理解し、被害者が「自分
らしく生きる権利」を回復するために必要な支援について考えたい。 
 

（大阪公立大学 国際基幹教育機構/現代システム科学研究科  准教授） 

吉田 博美 氏 

6月18日（水） 

午後 2 時～4 時 

 大阪公立大学  

人権問題研究センター共同研究室 

定員 対面 1０名 オンライン 100 名 

事前申込・先着順 

参加希望者は人権問題研究センターのホームページお問い合わせ  

フォームより前日正午までにご連絡ください。  

折り返し参加に必要な情報をお知らせします。 

（https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/contact/） 

定員に達し次第締め切りとさせていただきます。  
お問い合わせはセンターまで https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/  

無料 

 話題提供 

https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/contact/
https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/

